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橋
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橋
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橋
本
流
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へ
の

へ
の

へ
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表
敬
訪
問
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告

表
敬
訪
問
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告

表
敬
訪
問
報
告
 

◇
訪

問
者

；
川

島
 

功
、

濱
野

兼
吉

、
梶

野
照

雄
。

 
 

 
 

 
 

 
３

名
。
 
 

◇
日

 
時

；
平

成
２

９
年

０
９

月
１

３
日

( 水
)  

 
1
0
:0

5
～

1
0
:5

5
 

 

◇
面

談
者

；
仮

谷
忠

史
サ

ブ
リ

ー
ダ

ー
、

松
井

祐
也

。
 

◇
面

談
内

容
 

 
 

「
く

い
丸

」
並

び
に

年
２

回
( 春

・
秋

) の
定

期
寄

贈
品

荷
上

げ
の

お
礼

及
び

 

モ
ノ

レ
ー

ル
を

N
o
2
1
鉄

塔
ま

で
延

長
す

る
旨

の
説

明
の

た
め

表
敬

訪
問

。

所
長

は
、
所

用
の

た
め

右
記

２
名

と
面

談
。
尚

、
沖

﨑
氏

は
急

遽
都

合
が

 

悪
く

な
り

、
梶

野
氏

が
参

加
し

て
下

さ
っ

た
。

 

①
モ

ノ
レ

ー
ル

延
長

敷
設

に
は

、
使

用
さ

せ
て

頂
く

事
も

あ
り

了
承

す
る

。
 

モ
レ

ー
ル

敷
設

に
伴

う
規

制
は

、
高

圧
電

線
か

ら
の

高
さ

制
限

( 離
れ

て
 

い
る

か
) 以

外
は

支
障

に
は

な
ら

な
い

が
、

敷
設

の
ル

ー
ト

図
面

等
は

事

前
に

提
出

し
て

頂
き

、
支

障
な

い
事

を
確

認
し

た
い

。
 

②
来

年
秋

に
は

、
補

給
路
登

山
口

沿
い

の
N

o
1
9
～

N
o
2
2
鉄

塔
間

( 場
合

に
 

よ
っ

て
は

N
o
2
5
鉄

塔
迄

) の
高

圧
電

線
替

え
の

本
格

的
な

保
守

作
業

を
 

実
施

す
る

。
 

こ
の

保
守

作
業

に
伴

う
事

前
準

備
作

業
( 自

治
体

等
へ

の
周

知
、

許
可

等
) 

を
し

て
い

て
、

来
春

か
ら

現
地

で
本

格
的

な
準

備
作

業
を

実
施

す
る

。
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度
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度
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産
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産
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産
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遺
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野

吉
野

吉
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吉
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峯

大
峯
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地
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地
域
連
絡
協
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参
加
報
告

地
域
連
絡
協
議
会
参
加
報
告
 

◇
参

加
者

；
川

島
 

功
、

濱
野

兼
吉

、
梶

野
照

雄
。
  

◇
日

 
時

；
平

成
２

９
年

０
９

月
１

３
日

( 水
)  

 
1
3
:3

0
～

1
6
:0

0
 

 

◇
場

 
所

；
金

峯
山

寺
・

聚
法

殿
 

◇
議

 
 

事
 

一
、

開
会

挨
拶

 
 

総
本

山
金

峯
山

寺
；

五
條

良
知

管
領

 
 

地
域

振
興

部
文

化
資

源
活

用
課

；
谷

垣
裕

子
課

長
 

二
、

講
 

演
「

文
化

的
景

観
と

し
て

の
森

林
の

維
持

に
つ

い
て

」
 

速
水

林
業

 
速

水
 

亨
代

表
 

 

・
速

水
林

業
は

、
森

林
経

営
の

機
械

化
を

行
い

、
1
0
7
0
h

a
の

森
林

を
環

境
管

理
に

基
づ

い
て

経
営

を
実

行
し

、
日

本
で
初

め
て
世
界

的
な

環
境

管
理

林
業

の
認
証

で
あ

る
Ｆ
Ｓ
Ｃ

認
証

( 森
林

管
理
協

議
会

) を
取
得

。

伊
勢
志
摩
Ｇ
８

サ
ミ
ッ

ト
の
家
具

等
調
度

品
の
コ

ー
デ
ィ
ネ

ー
ト

行
う

。
 

毎
年

開
催

し
て

い
る

「
森

林
塾

」
に
先
般

、
安
倍
首
相

の
昭
恵
夫
人

が

Ｓ
Ｐ

を
伴

い
参

加
さ

れ
、
熱
心

に
聴

講
し

て
頂

い
た

と
の

こ
と

。
 

・
日

本
人

一
般

は
、

外
か

ら
見

た
山

の
緑

に
満
足

し
、
欧
州

で
は

森
の
中

の
変

化
に
敏
感

で
あ

る
。

 

・
人
工

林
は

、
管

理
さ

れ
て

は
じ

め
て

文
化

的
景

観
に

な
る

。
道

の
周
辺

を
無

理
に

自
然

林
に
戻

す
こ

と
は

文
化

的
景

観
を
否

定
。
人
工

林
の

景

観
は

、
森

林
を

管
理

す
る
人

の
気

持
ち

が
現

れ
る

。
 

・
人
々

の
労
働

と
心

が
作

る
景

観
が
「
情

景
」
で

あ
る

。
地

域
の
人
々

が
美

し
い

「
情

景
」

を
作

る
こ

と
が
古
道

を
輝

か
す

こ
と

に
な

る
。
 

・
古
道

周
辺

は
、
世
界

で
も
際
だ

っ
た
人
工

林
の
歴

史
を

持
つ

。
古
道
を

維
持

し
て

い
た

の
は

林
業

活
動

で
あ

っ
た

。
日

本
イ
コ

モ
ス
国

内
委
員

会
の
西
村
幸
夫
委
員

長
は

「
森

林
の
広

が
り
や

保
全

が
重
視

さ
れ

た
」

と
述
べ

て
い

る
。

 

・
文

化
的

景
観

は
、

林
業

活
動

が
続

い
て

い
か

な
け

れ
ば

、
こ

の
地

域
の

文
化

的
景

観
と

し
て

の
森

林
管

理
は
失
わ

れ
る

。
多

く
の
人
々

が
森

林

に
足

を
運

び
、
そ

の
変

化
を
感
じ
取

り
積
極

的
に
発
言

し
て
欲

し
い

。
 

・
持
続

的
な

森
林

管
理

と
は

、
①
社

会
的
配
慮

が
行
わ

れ
て

い
る

。
②

 

経
済

的
な
継
続
性

。
③
生
物
生
態

的
な

環
境

保
全

。
こ

れ
ら

が
相
互

に

関
連

し
森

林
管

理
が
適
切

に
行
わ

れ
て

い
る

場
合

に
、

持
続

的
な

森
林

管
理

と
呼
ぶ

。
 

・
杉

１
㎥

の
立
木
価

格
で
雇

用
で

き
る
人
数

は
、
Ｓ

５
４
；

2
.6

4
人

、
Ｈ

２
４

；
0
.2

0
人

年
で

あ
り

、
変

化
し

な
け

れ
ば
生

き
残

れ
な

い
。

 

・
森

林
管

理
は

、
光

の
管

理
で
光

を
常

に
入

れ
る

間
伐

を
す

る
。
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・
速

水
林

業
の
具

体
的

な
管

理
は

、
①

林
冠

の
開
放
度

を
２

０
％

以
上

。
 

②
地

表
植
生

・
林

内
広
葉
樹

の
維

持
に
配
慮

。
③
多
様

な
林
況

を
モ
ザ
イ

ク
状

に
配
置

。
④
渓
流

・
河

川
を

保
護

す
る
樹
木
帯

を
育

て
残

す
。
⑤
倒

木
・
枯
木

・
洞
木

を
計
画

的
に
残

す
。
植
生

が
豊

か
に

な
れ
ば
他
生
物
も

多
様

に
な

り
水

も
綺
麗

に
な

る
。

 

・
降

っ
た
雨

の
水

の
行
方

は
、
蒸
発

と
蒸
散

で
５

０
％

が
空
中

へ
、
残

り
は

地
表

水
と

地
下

水
に

な
る

。
 

・
樹
木

の
根
茎

は
せ

い
ぜ

い
1
.5

m
が
最
深

。
1
.5

m
以

上
の
深

さ
の
崩
壊

は

森
林

に
関
係

な
い

。
 

・
高
齢

の
人
工

林
は

、
し

っ
か

り
間
伐

し
広
葉
樹

を
繁
茂

さ
せ

る
。

 

・
千

年
～

１
万

年
の
命

を
持

つ
樹
木

の
一
瞬

の
期

間
を

使
っ

て
林

業
が

営
ま

れ
て

い
る

。
経

営
の

合
理

化
や
収
益

の
増
大

は
必
須

の
事

で
あ

る
。
命
あ

る
樹
木

に
対

す
る
畏

敬
の
念

を
持

っ
て
接

す
る

事
を
忘

れ
な

い
。

 

・
３

０
０

年
後

、
４

０
０

年
後

の
森

を
目
指

し
て

、
伐
採

時
一
割
残

す
。

 

・
時

代
に

あ
っ

た
新

し
い

森
作

り
に

は
、

①
安
全

を
確

保
し

た
森

林
。

②
生

物
多
様
性

の
高

い
森

林
。
③

経
済
性

を
高

め
る

森
林

。
④
歩

く
人
々

に
忘

れ
ら

れ
な

い
感
動

を
与

え
る

森
林

。
⑤
育

て
た
人

の
顔

が
見

え
る

よ
う

な

森
林

。
⑥
多

く
の
人
々

が
そ

れ
ぞ

れ
関
わ

れ
る

森
林

。
が
必
要

で
あ

る
。

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

( 詳
細

資
料

２
参

照
) 

 

三
、

議
事

事
項

 

( １
)  

出
席
者

自
己
紹
介

 
 

( 資
料

３
の

参
加

者
名
簿

参
照

) 

( ２
)  

保
全
・
整

備
・

活
用

等
に
関

す
る
情
報
交
換

 

 
①
大

峯
奥
駈
道

・
大

日
岳
鎖

場
に
係

る
看
板

の
設
置

に
つ

い
て

 

 
 

金
峰

山
寺

・
小
仲
坊

・
吉

野
自
然

保
護
官

事
務

所
・
県

・
東

部
振

興

課
・
県

文
化

資
源

活
用

課
・
十
津

川
村
教
育
委
員

会
・

下
北

山
村

地

域
創
生
推
進
室

か
ら
計

１
２

名
が
立

会
い

設
置

し
た

( 資
料

3
-1

) 。
 

 
②
楊

子
ノ
宿
付
近

の
ト
ラ
バ

ー
ス
道

の
歩

行
危
険
箇

所
に

つ
い

て
 

当
ぐ

る
ー

ぷ
よ

り
高
捲

き
道

と
現
状

の
崩
落

ト
ラ
バ

ー
ス
道

の
歩

行

は
、
登

山
者

の
判
断

に
委
ね

る
提
起

を
報
告

し
た

。
( 資
料

3
-2

参
照

) 。
 

③
ナ
ラ
枯

れ
の
被
害

に
つ

い
て

 

奈
良

森
林

管
理

事
務

所
か

ら
報
告

( 資
料

3
-3

参
照

) 。
 

ナ
ラ
類

の
シ
イ

・
カ
シ
類

の
樹
木

が
枯
死

す
る

「
ナ
ラ
枯

れ
」
被
害

が
拡

 

大
し

問
題

に
な

っ
て

お
り

、
奈

良
県

内
で
顕
著

に
な

っ
て

い
る

。
 

こ
の
被
害
発
生

の
メ
カ
ニ
ズ
ム

は
、
カ
シ

ノ
ナ
ガ
キ
ク
イ
ム
シ

( 体
調

(4
.5

 

～
5
.0
㎜

) が
、
６

月
上
旬
頃

か
ら
羽

化
し

て
健
全

な
ナ
ラ
類

に
飛

来
し

、

集
合
フ
ェ
ロ

モ
ン

に
よ

っ
て
集
中

的
に
穿
入

し
、
ナ
ラ
菌

の
蔓

延
に

よ
り

導
管

が
目
詰

ま
り

し
て

、
通

水
障
害

を
起

し
ナ
ラ
枯

れ
が
発
生

す
る

。
 

被
害
対
策

は
、
立
木

く
ん
蒸

・
伐
採

く
ん
蒸

と
い

っ
た
方

法
で
駆
除

を
実

施
し

て
い

る
。
薪

と
し

て
焼
却

す
る
方

法
も

あ
る

が
、
羽

化
す

る
迄

に
焼

却
す

る
こ

と
。

 

④
国
有

林
の

森
林
計
画

に
関

す
る

「
地

域
懇

談
会

開
催

の
お

知
ら

せ
」

 

奈
良

森
林

管
理

事
務

所
か

ら
開
催

参
加

の
募
集

。
( 資
料

3
-4

参
照

) 

尚
、
各

資
料

は
事
務
局

で
保

管
。
資
料

を
見

た
い

場
合

は
事
務
局

に
連
絡

。
 

 

名
刺
交
換
者

名
刺
交
換
者

名
刺
交
換
者

名
刺
交
換
者
・

。
 

・
奈

良
県

文
化

資
源

活
用

課
・

山
本
修

平
係

長
 

・
十
津

川
村
教
育
委
員

会
事
務
局
教
育

課
・
杉

本
正
秀

課
長

補
佐

。
 

・
奈

良
森

林
管

理
事
務

所
; 片

山
宏

文
所

長
、
高

山
伸
昌

森
林
技
術
指
導
官

 

・
中

外
日
報
社

・
武
田
智

彦
編
集

部
記

者
( 創
立

４
０

周
年

記
念
誌
送
付

) 

 

行
動

行
動

行
動

行
動
タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム
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7
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9
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1
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峯
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1
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@

2
0
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1
2
:5
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→

1
3
:0

0
聚

法
殿

( 協
議

会
)1

6
:2

0
→

1
8
:4
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新

宮
。

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

( 記
 

川
島

) 


